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吉川市の女性農業者を紹介します

令和７年２月

山﨑瑞弥山﨑瑞弥さんさん
（お米農家やまざき）（お米農家やまざき）

岡田早苗岡田早苗さんさん
（岡田トマト園）（岡田トマト園）柏咲子柏咲子さんさん

（咲ちゃんファーム）（咲ちゃんファーム）

明星美智子明星美智子さんさん
（グリーン＆サン）（グリーン＆サン）渡邉昭子渡邉昭子さんさん 西山亜弥西山亜弥さんさん

（西山園芸）（西山園芸）

髙鹿俊子髙鹿俊子さんさん・訓子・訓子さんさん
（田園ファーム）（田園ファーム） 永瀬美香永瀬美香さんさん

（株式会社永瀬農産　吉川いちごの里）（株式会社永瀬農産　吉川いちごの里）
萩原豊子萩原豊子さんさん



パネル展示・座談会
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パ
ネ
ル
展
示

　

農
業
に
お
け
る
女
性
割
合
は
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
約
４
割
を
占
め
る
重
要
な
担
い
手
で
あ

り
、
ま
た
今
後
の
農
業
の
発
展
、
地
域
経
済
の

活
性
化
の
た
め
に
は
、
生
活
者
の
視
点
や
多
彩

な
能
力
を
持
つ
女
性
の
活
躍
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
食
卓
を
支
え
る
米
や
野
菜
の
生
産

を
は
じ
め
、
生
活
を
彩
る
花
の
栽
培
、
体
験
農
園
、

そ
し
て
市
内
農
地
を
守
る
農
業
委
員
と
し
て
の

活
動
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
市

内
在
住
の
女
性
9
人
に
焦
点

を
当
て
た
パ
ネ
ル
の
展
示
お

よ
び
農
産
物
マ
ッ
プ
の
配
布

を
、令
和
６
年
６
月
22
日（
土
）

〜
６
月
30
日（
日
）に
、
吉
川

市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
な
ら

び
に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お

あ
し
す
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女

性
の
農
業
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
知
り
、
ま
す

ま
す
吉
川
産
の
農
産
物
に
興

味
が
沸
き
ま
し
た
。」
と
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
フ
ェ
ア

10
月
６
日（
日
）に
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
に
て
開
催

さ
れ
た
産
業
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、

「
女
性
と
農
業
」
を
テ
ー
マ
に

座
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
長
、
吉
川
市
男

女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
の
浅

野
富
美
枝
先
生
進
行
の
も
と
、

農
業
分
野
で
活
躍
す
る
市
内
在

住
の
女
性
８
人
に
登
壇
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍

や
今
後
の
展
望
等
、
熱
い
想
い

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
女
性
と
農
業
」
パ
ネ
ル
展
示
の
開
催

「
女
性
と
農
業
」
座
談
会

「女性「女性とと農業」農業」



「地域計画」を鋭意作成中です！
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　農業委員会では、令和７年度の吉川市農業施策の実
施に当たり、農業者の声が反映された幅広い農業施策
の推進が、魅力ある農業の振興、農地等の利用の最適
化の推進に効果的であるとの認識に立ち、令和６年９
月25日に吉川市農業委員会の立原会長と意見書策定
委員会の宇野委員長が中原市長に対し、農地利用最適
化推進施策等に関する意見書を提出しました。

意見書（概要）
（１）地域の中心的な担い手への農地利用集積

（２） 遊休農地・耕作放棄地の発生防止・解消及び農
地違反転用対策

（３）新規就農者の参入の促進

（４） 中核的担い手農家の確保・育成及び農業団体の
育成

（５） 多種多様な生産及び加工、流通の展開
　　 と農産物の高付加価値化
※意見書の詳細は、市ホームページに掲載しています。

　これまで地域での話し合いにより、人・農地プラン
を作成してきましたが、農地の集積・集約に向けた取
組を加速化するため、基盤法等の改正法が令和５年４
月１日に施行されました。
　これにより、令和７年３月末までに地域の目指すべ
き農地利用の姿を明確化する「地域計画」を定めるよ
う国から求められているところです。
　地域計画を策定するためには、農業法人をはじめと
する中心経営体や農事組合長、農業委員・推進委員、
自治会長等、幅広い方と協議をすることとなっており、
昨年度は、旭地区、三輪野江地区の協議を実施しました。
　今年度は７月22日（月）に吉川地区の協議を実施し、
三地区全ての協議が終了、12月18日（水）には三地
区合同の説明会を実施しました。今後は農業委員会で
の審議を経た後、地域計画が策定される予
定です。
※協議内容は、市ホームページに掲載しています。

～生産性の高い優良農地を次世代に繋げていくために～
農地等利用最適化推進施策等に関する意見書を提出しました

「地域計画」が策定されます

吉川地区の協議の様子



お
あ
し
す
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

朝
早
く
か
ら
自
慢
の
野
菜
や
米
、
花

き
等
が
ホ
ー
ル
に
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
高
温
や
カ
メ
ム
シ
被
害
等
の

影
響
に
よ
り
51
品
目
、
１
８
９
点
と
例

年
に
比
べ
て
出
品
数
が
か
な
り
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
生
産
者
の
方
々
が
丹

精
込
め
て
つ
く
っ
た
高
品
質
な
農
産
物

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
さ
い

か
つ
農
協
の
各
審
査
委
員
が
、
一
品
一

品
審
査
を
行
い
、
特
に
優
れ
た
農
産
物

に
各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
賞

を
受
賞
さ
れ
た
方
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
ま
つ
り
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

大
変
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
農
業
ま
つ
り
部
門

は
、
農
業
関
係
団
体
に
よ
る
農
産
物
の

販
売
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
ほ
か
、
農
産
物
品

評
会
に
出
品
さ
れ
た
農
産
物
の
即
売
会

も
行
わ
れ
、
ど
の
会
場
も
大
盛
況
で
し

た
。

特
別
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

品
評
会
の
部

埼
玉
県
知
事
賞

　

ね
ぎ

山
口
奈
美
子

　

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー 

 

鈴
木　

結
太

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
林　
　

順
吾

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

　

小
松
菜

永
瀨　

則
一

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
藤
井　

克
男

吉
川
市
長
賞

　

ね
ぎ

山
﨑　

浩
幸

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

山
﨑　

裕
之

　

パ
ン
ジ
ー

西
山　

亜
弥

吉
川
市
議
会
議
長
賞

　

山
東
菜

宇
野　
　

隆

　

白
菜

豊
田　

洋
一

吉
川
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　

柿

瀬
田
ま
さ
子

　

鶏
卵

海
老
原
和
子

さ
い
か
つ
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　

キ
ャ
ベ
ツ

渡
邉　

康
雄

　

玄
米（
彩
の
き
ず
な
）  

藤
井　

弘
子

㈲
中
井
農
産
セ
ン
タ
ー
賞

　

リ
ー
フ
レ
タ
ス

渡
邉　

慎
也

　

玄
米（
峰
の
雪
も
ち
）
立
原　
　

朗

農
吉
川
受
託
協
会
賞

　

八
ツ
頭（
親
）

立
原
八
重
子

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
齊
藤　

忠
男

農
吉
川
糧
農
賞

　

ミ
ニ
大
根

柏　
　

美
菜

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
西
山　

誠
一

立
原
農
産
賞

　

ゆ
ず

中
村　

敏
一

　

玄
米（
彩
の
き
ず
な
）
柏　
　

耕
作

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

立
毛
共
進
会
の
部

〇
ね
ぎ

埼
玉
県
知
事
賞

林　
　

順
吾

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
　

飯
箸　

幸
弘

吉
川
市
長
賞

鈴
木　

英
樹

〇
水
稲

埼
玉
県
知
事
賞

鈴
木　
　

繁

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
　

互
井　
　

学

吉
川
市
長
賞

山
﨑　

幸
男

程
田　

豊
藏

農
産
物
品
評
会
11
月
16
日（
土
）

市
民
ま
つ
り
11
月
17
日（
日
）

よしかわ農委だより第75号　 4

〇
さ
い
か
つ
農
業
協
同
組
合

　
（
販
売
促
進
セ
ン
タ
ー
）

吉
川
市
が
育
ん
だ
自
慢
の
お
米

「
吉
川
の
し
ず
く
」
限
定
販
売

〇
さ
い
か
つ
農
業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
ク
ラ
ブ
）
と
れ
た
て
農
産
物
の
販
売

〇
吉
川
産
農
産
物
販
売
促
進
協
議
会

吉
川
産
米
の
つ
か
み
ど
り

〇
吉
川
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

吉
川
産
ね
ぎ
を
使
用
し
た
ね
ぎ
塩
ド
ッ
ク
の
販
売

〇
吉
川
市
農
業
青
年
会
議
所

つ
き
た
て
餅
の
販
売

〇
吉
川
市
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
活
動
Ｐ
Ｒ・野
菜
の
種・花
の
種
配
布

審査員による審査農産物の展示農業青年会議所

農業まつり農業まつり 令和６年令和６年
11月16日（土）~17日（日）11月16日（土）~17日（日）

第29回吉川市民まつり第29回吉川市民まつり

市
民
ま
つ
り
に
参
加
し
た
農
業
関
係
団
体



　農地法及び農業経営基盤強化促進法により賃借権が設定された実勢の賃借料を集計し、以下のとおり情報提供
しますので、農地の賃借料を決定する際の判断材料の一つとしてご活用ください。令和6年1月から令和6年12月
までに締結（公告）された賃借料における賃借料水準（10a当たり／年）は以下のとおりです。
区　分 平均額 最高額 最低額 データ数 参　考

水田 8,057 円 10,000 円 0 円 282 件
・物納（玄米30kg）：281件（90%）
・金納： 1 件（１%）
・無償：30件（９%）

畑 10,500 円 20,000 円 0 円 14 件
・無償：46件（77%）
・有償：14件（23%）

※賃借料を物納で設定されている場合は、さいかつ農協の買取価格で金額に換算しています。
　玄米30kg＝8,050円（JA米コシヒカリ２等：令和6年産最多取引米の概算金）
※データ数は集計に用いた筆数です（無償の件数を除く）。

農地の賃借料情報
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　令和６年11月30日（土）、12月1日（日）に茨城県水戸市にて開催された、「全国ねぎサミット」
に参加しました。
　おなじみの吉川ねぎ夫と、巷で話題のネギシスターズが吉川ねぎを全国へアピールし、大いに
盛り上げました。会場では、両キャラクターを待ちわびている方がたくさんいらっしゃいました。
　吉川市の販売ブースでは、生鮮ねぎはもちろんのこと、昨年に引き続きねぎバッグを販売しま
した。
　２日目の午前中には、どちらも完売してしまうほど大好評で、昨年のねぎサミットで吉川ねぎ
を購入し、「吉川市のねぎがおいしかったので、今年も買いに来ました！」と、遠方から来場さ
れた方もいらっしゃいました。

農地貸借の手続きが変わります農地貸借の手続きが変わります
◆ 農業経営基盤強化促進法の改正に伴い、

令和７年４月１日以降は、農地法と農地
中間管理事業の推進に関する法律の２つ
の手法となります。

◆ 賃料が発生する場合は、機構を介しての
受け払いとなります。

◆ 農地所有者と耕作者で農地の貸し借りを
する際には、吉川市農政課、農業委員会
または以下の問い合わせ先にご相談くだ
さい。

問い合わせ 埼玉県農地中間管理機構春日部駐在
（公益社団法人埼玉県農林公社）

〒344-0038　春日部市大沼一丁目76番地　埼玉県春日部地方庁舎３階
TEL：048-737-2134　 FAX：048-734-1344

農地中間管理事業のしくみ
農地中間管理機構
（埼玉県農林公社）

·農地の借り受け
· 農地をまとまりある形で利用できるように

受け手へ貸し付け
·受け手間の農地の交換（再配分）
※貸借する農地には要件があります。

・規模縮小
・経営転換
・農地相続

出し手
農地
所有者

受け手
（耕作者）借受 貸付（　　　）

・経営規模拡大
・新規参入

「全国ねぎサミット「全国ねぎサミット20242024 in みと」へ参加しました！in みと」へ参加しました！
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　「草刈りして返すから一時的に資材置場
として貸してほしい」「重機を数日だけ置
かせてほしい」などと言葉巧みに話を持ち
かけて、短期間に大量の土砂等を堆積する
事例が発生しています。土砂を堆積するに
は法令手続きが必要です。違法な土砂等の
堆積が行われた場合、これらの責任や撤去
費用の負担は、行為者だけでなく、土地所
有者に及ぶこともあります。トラブルに巻
き込まれないよう、安易に土地を貸さない、
定期的に土地を見回るなど、自分の土地は
自分で守りましょう。

あなたの土地あなたの土地がが
狙われています狙われています

　野焼きは法律で原則禁止されています
が、農業を営むためにやむを得ないものと
して行う焼却については、例外として認め
られています。農地での野焼きは害虫の発
生を防ぐ効果がありますが、出来る限り農
地にすき込むなどして還元しましょう。周
辺環境や住民の方に影響を及ぼすような焼
却はご遠慮ください。

· 夜間の焼却は危険を伴うため、日没後は
行わないようにしましょう。

· 煙や臭いが住宅地に広がらないよう、風
向きや時間帯を考慮しましょう。

· 強風や乾燥しているときなど、火が広が
る恐れがあるときは行わないようにしま
しょう。

　ご協力をお願いいたします。

わら焼きわら焼き
もみ殻焼きもみ殻焼きはは

周辺環境に配慮を！周辺環境に配慮を！

　認定農業者とは、「５年後の自らの経営目
標」を設定し、市がその経営改善計画を認
定した者です（複数の市町村で営農を行っ
ている場合は、国または県が認定します）。
認定農業者になると…

· 「認定農業者支援対策事業補助金」など
の支援を受けることができます。

· スーパーＬ資金などの低利資金の融資を
申請することができます。
※当市の認定農業者の数：95経営体
　（令和６年10月末時点）

認定農業者認定農業者にに
なりませんかなりませんか

　収入保険では、自ら生産した米、野菜、
果樹、花、はちみつなどの農産物ならどん
な品目でも対象になり、自然災害だけでな
く、価格低下やけがや病気などによる収入
減少も補償の対象です。加入申し込みの時
には、所得税の青色申告（1年以上の実績）
が必須です。

加入条件や保険料などのお問い合わせ

埼玉県農業共済組合越谷支所
048­965­7251

収入保険収入保険でで
安定経営安定経営をを

目指してみませんか目指してみませんか

注意!
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令和７年　ＪＡさいかつ管内標準的農作業料金
単位：円／10a

作業の種類 作業料金
（消費税込） 摘　　要

水田耕起・
代かき

一番耕起（ロータリー） 6,300
二番耕起（ロータリー） 5,300
三番耕起（ロータリー） 4,700
代かき（3回耕起済） 8,400
代かき（2回耕起済） 9,500
代かき（1回耕起済） 12,100
代かき（未耕起） 19,000

畑耕起
ロータリー耕起 10,500 ハウス内については、10％増
プラソイラー（10a） 6,300

育苗・田植

種子温湯消毒（kg当り） 110 ４Kg１袋・持込引取本人
育苗（10a・18箱） 20,000 種子代別料金（実費）・当事者間協議
育苗（１箱） 1,200
田植 9,500

管　　理

施肥（元肥） 2,200 40Kg以内・20Kgごとに200円増
施肥（追肥） 2,000 １回当り料金
施肥（珪カル） 2,200 100Kg以内・20Kg増すごとに200円
防除（粒・粉・液1回分） 2,000 １回当り料金
畦畔雑草刈り（1回分） 2,200 周囲全刈・但しカヤ・ヨシは20％増
畦畔つけ（1m当） 64 片側つけ（動力）
草刈り（1㎡当） 43 草丈50ｃｍ未満・但し以上は50％増
中間管理手作業 2,200 １時間当たり
箱施用防除 1,070 農薬は、委託者持ち
除草剤(畦畔・本田・1回) 1,680 農薬は、委託者持ち
再生稲刈り 5,300

機械による掘ざらい・仕上げ作業
220/ｍ 用排兼用または排水のみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
120/ｍ 用水のみ

機械整地 5,500 機械作業（均平作業は除く）１時間当たり

収穫調整

刈取脱穀 22,100
農地が管外の場合、別途2,000円加算
収穫後の籾、玄米運搬料は各々2,000円加算刈取脱穀（コシヒカリ・もち米) 23,100

刈取脱穀（倒伏一方刈） 31,600
乾燥調整 21,000

乾燥もみすり調整
乾燥調整（コシヒカリ） 22,100

一貫作業

育苗と田植 27,800 種子代別料金（実費）
収穫・乾燥（うるち） 42,000

倒伏の場合は、その状況により10％以上徴収する
収穫・乾燥（コシヒカリ） 44,100
収穫・乾燥（もち） 46,200 倒状の場合は、その状況により20％以上徴収する

管　　理 休耕田・畑維持管理 実　費 上記の料金に準じ、作業内容により当事者間協議する。
備考 1.　この料金は標準的な目安として定めた事項であり、特別に措置を要する事項が発生したときは当事者間協議の上で決める。

2.　利用料金の消費税は内税とする。
3.　耕起・整地・田植・収穫・調整・作業の５a未満は５a料金とする。
4.　未整理地区及び作業困難な場所の作業料金は上記料金の10%以上徴収する。
5.　調整・刈取脱穀・調整米麦の配達運賃は別料金とする。
6.　悪条件(荒地・ブル跡地等)の場合は、倍額を限度とし当事者間で協議する。
7.　持込による色彩選別機、利用料金は１袋（30Kg）500円からとする。
8.　この標準的作業料金は、令和７年１月１日より適用とする。
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編
　
集
　
後
　
記

令
和
６
年
秋
、
収
穫
を
目
前
に
控
え
、

世
間
で
は
米
不
足
が
騒
が
れ
、
米
価
は

こ
こ
数
年
で
は
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
中
旬
頃
ま
で
に
収
穫
が
終
わ
っ

た
農
家
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
規
模
農
家
や
法
人
も
、
収
穫
は
じ

め
は
良
か
っ
た
も
の
の
、
10
月
に
入
り

収
量
が
激
減
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の

高
米
価
も
、
昨
年
よ
り
悪
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
要
因
と
し
て
は
、
カ

メ
ム
シ
に
よ
る
吸
汁
・
出
穂
期
の
高
温

に
よ
る
不
稔
・
出
穂
期
及
び
登
熟
期
に

お
け
る
水
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

農
繁
期
の
対
策
と
し
て
は
、
出
穂
期

に
薬
剤
に
よ
る
防
除
、
水
を
多
め
に
入

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
に
よ

り
最
小
限
に
防
げ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。

（
宇
野
）

編
集
委
員
長

宇
野　

直
樹

編
集
委
員

戸
井
田　

隆

萩
原　

豊
子

 
 

柏　
　

咲
子

髙
鹿　

武
男

吉
野　

武
司

水
村　
　

進

山
口　

新
市

名
倉　

定
一

立
原　

司
朗

農農 委委 ささ業業 員　員　 んん のの

レレ ピピシシ 紹紹 介介
あ
ま
か
ら
！

お
つ
ま
み
き
ゅ
う
り

材
　
料

○
き
ゅ
う
り
１
㎏
（
約
12
本
）

○
た
れ

　
　

醤
油
２
合
（
３
６
０
Ｃ
Ｃ
）

　
　

酢
０
・
５
合
（
90
Ｃ
Ｃ
）

　
　

砂
糖
２
８
０
ｇ
〜
３
０
０
ｇ

　
　

根
生
姜
大
１／３
個

　
　

唐
辛
子
２
本

作
り
方き

ゅ
う
り
は
ピ
ー
ラ
ー
で

縦
に
３
〜
４
本
皮
を
む
き
、

１
〜
２
㎝
幅
に
切
っ
て
お
く
。

A
を
鍋
に
入
れ
、
泡
立
つ

ま
で
煮
詰
め
、
煮
詰
ま
っ

た
ら
火
を
止
め
る
。

❶
の
き
ゅ
う
り
を
❷
の
鍋

に
入
れ
、
た
れ
を
か
け
な

が
ら
上
下
か
き
回
し
、
蓋
を
し

な
い
ま
ま
20
分
く
ら
い
置
く
。

鍋
か
ら
き
ゅ
う
り
を
取
り

出
し
、
再
度
た
れ
を
煮
詰

め
る
。
泡
立
っ
た
ら
火
を
止
め
、

取
り
出
し
た
き
ゅ
う
り
を
鍋
に

戻
す
。❷

〜
❹
を
２
〜
３
回
繰
り

返
す
。

最
後
、
き
ゅ
う
り
は
取
り

出
さ
ず
、
鍋
に
入
れ
た
ま

ま
蓋
を
し
な
い
で
一
晩
漬
け
込

む
。（
時
々
か
き
回
す
と
よ
い
。）

盛
り
付
け
て
完
成
。

※
漬
け
込
む
時
間
は
味
や
色
つ
や

を
見
て
お
好
み
で
調
整
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
子
様
に
は
根
生
姜
や
唐
辛
子

を
減
ら
し
て
調
整
し
て
く
だ
さ

い ❶❷❸❹❺❻❼

❶❷❸

A


